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五七産め 同年 九 ● 
六方純 - 計十 税て 主 、 度 ・ l. 阿け祥 - . 歳 
万丈 の 方を三かいな 三よ八にら 則   暇人 
同村 た 、 古刀   どた臣一 り 億人 れ源会 
で 脱税 低 め円のだ 主 ・ ・ l- 九る まの計 

、 が金存 てで 町ぃ財 二七千おす 2 の 
歳二か財い 、 税た源 ，臆面 金 。 種 成 
ソ、 ナ々源ま 歳が町は増三七の 類 入 

    

  百 れが 

            を占 円 す ・Ⅱ成 ゾ 円で １ ヤ 。 笘 ア町 汐に地 、氏・Ⅰ 歳出 とな が， /i< 意 ， Ⅰ カ匡 ，｜ 同じ 

と る ノ ⅠⅠⅠ ナし 、 @ 三 た   っ 方い干   な く め 
なと 当年                                     て 消で七 ど   て いま りま たり 度 末 同 、 年 度 - 九が ト 硬 いま 輯悦 、同 十万 力 ゎ 、 、 婁業 

す 十にの 三よ五 つ ず文 庫阿倍な 
， 一 使人 三り 億た   

てフ t 七歳     
(B@ 方譲与税など 

地方譲与税 ] 億 l,745 万円 1.2 ㌫ 

地方特例交付金 8,337 万円 0 ． 8 ㌫ 

自動車取得税交付金 8,l05 万円 0 ． 8 ㌫ 

利子 割 交付金 3,003 万円 0 ． 3, 

  ト   国有提供施設所在交付金 

l,02l 856 万円 万円 ㌫一 0 0 ・ Ⅰ㌫ l 91,207H Ⅰ 人 当たり 

町債 
9 億 8,070 万円 9.9,   
国庫支出金 
5 億 4,438 万円 5.5 ㌫ 

( l 人当たり l7.772 円 ) 

県 支出金 4 億 ]95 万円 
( 1 人当たり 13.122 円 ) 

トピックス 1 平成 11 年度 

町の決算状況 
Ⅰ年間の締めくくりとして、 平成Ⅱ年度の 町の決算が、 

昨年 12 月議会で審査・ 認定されました。 

がらの支出金 このお金が私たちの・ 町ヱ 実施 L, - でまかなわれています。 ている事業は 、 私たちが納めた 税全や国・県   

暮らしやまちづくりの 中でどのように 生かされたか、 決算       
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5 万円 3.8 ㌫ 

  

3 億 3,74R 万円         (B@   方譲与税な 

地方消費税交付金 

リ ， 億     。 。 ， 。 ，，， ㌫ 

ど 

3.4, 

  
 
 

  

2 億 8,38l 万円 2.9% ニ   
l 億 l,675 万円 Ⅰ． 2% ニ 

9,632 万円 1.0 ㌫ 

4859 万円， 0 ． 5, 甘玉 

204 万円 0 ． 0 世 ニ   

  平成 旧年 
  

月 25 日 号濱 



  

で ・ 金一 約 ま :@) エに 4 千   
円   が人五 し入 l ななこ り なみ き宅 、 な 万民 童 っア 6 挙 、 れし は             
き営展 を は文 人将るぎ ぁ民 特別会計の内訳 
ま に聖行 岡は付 長れ 来 こる 灯 る 一 

すよ を 効垣と 税引きのと と 億こ人                               一 当 ：） た 見据 @@. 舌 -- ー 町と んど 国 、 不 く 行う 返済 にも 皆 さ 7 １ ょ音 とに 国民健康保険事業 24 億 4l6 万円 23i 意 4,520 万円 5,896 万円 
ま え用 し期 ・ 況必 をなん 金な .)         
ち た して 待県 の安見し にで り約 -- 老人保健事業           42 億 l,272 万円 42 億 758 万円 514 万円 イ六 とこづく へ @ も、 でき 補助 六ヵ よ 、 があ 込み ます 大き ある ます 住宅新築資金 筈 貸付事業 57l   万円 4l7 万円 154 万円 
り ろ後阻 ま 金 、 り なのか 以 。 万 
な でも り せな 税 まがで 負 上       

]3 億 6,345 万円 12 億 7.2 ㏄万円 9,092 万円 

進 の 長 あ んど 収 ずら " 担 "  の 

め封 期る 。 の や 。 、   慎を借 借 
3 億 7 ㏄万円 2 億 7,355 万円 3,W44 万円 金 が てぃ 政 運 的な 財源 伸び 地方 借り 重に 強 い りす 

4 億 9,429 万円 4 億 3,]19 万円 6,310 万円 

主な事業 

囲垣サンリーアイ 
施設管理運営費                               2 億 9 Ⅱ万円   

趙 合ふれあ い公園第 2 期施設 
整備事業 ( ウエーブアリーナ ) … i9 億 3.723 万円   

Z.7 ビ掠 

う       l 憶 7,293 万円 商工費 
        5,578 万円 2 億 6,800 万円 
        l,307 万円   災害復旧貫 2 億 5,624 万円 

議会費 l 億 3,603 万円 
， ・ 騰 ; 「 

l.4 ㌫ 

生
残
 

民
 

 
 

吾曹 所 遥宮 ね                                     

@ こいの 里 施設管理運営 甘       
、 権 擁護啓発き 業                                     

ごみ、 し尿処理 俺 

衛生費 ( 遠實 ・中間広域組合負担 全 )       

健康対策事業 ( 各種検診など )       

労伊 Ⅱ                                                                                       

水
 @
 

林
 
@
 

農
 *
 

ため 池 整備事業                                       
店名Ⅰ 

憶夫 Ⅲ小船 亜 ℡幸夫                                     

ヱ億 8,439 万円 

3.3W4 万円 

7%0 万円 

9,572 万円 
6.426 万円 

公共下水道事業 

農業及び漁業業活排水事業 

水道事業会計 ( 収益的収支 ) 

帯掛 菩 

  
教育 
6 億 9,456 万円   

7.3 ㌫ 

  

  

総 

吉 災 鉱害復旧事業・ 農業施設災害復旧事業 
l 億 3,542 万円 

6,956 万円 
2,6 ㏄万円   
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            ぃ 同た ● ま昨満 の ず 貝 ● 

トピックス 2   町 職員の 
ま せ "  - 十中人 人い " 職 

す放 こ Ⅰ四に件 のな 嘱者 
                億 職責 減く 託や 

  

  つオ、 っ 

給与公表 
岡垣町職員の 給与は、 国・県に準拠して 町 条例、 規則で 

    定められています。 町民の皆さんに、 より一層理解をして 
    っ二わ状                                               フの で万れ況 、 を 円 ま 職 一明Ⅰ いただくため、 - 日現在の職員絵里や 平成Ⅱ年度普通会計 職員数などの 迎鵠鰯成 捷 兄を凄します。 12 年 4     

と ● 同 な た 給 ● 百 L し -  ●           
な初職 と っ     ， の 耕一平八一 しで 般 平平 ;     

っ任員比て 般が月 般均 十人て 、 職成成ぎ 
て 給のべい付表額打 給 九円 か 十れ 12 12 戸 

いは 初 てま 政 4 と政 斜方たま一の 年年 辞 "" 

ま国 任低す 職で 、 城戸 千 りす 億給 度度 
ずと 結 く がはず 平と 額月 の 。 二科の 給 レ ：」 工 ト のな 

ゴち 」 技 と と毛上 白 ・ と一 ・ 与 

      
  
  
じ三 V 「 L     清 八口 @       ニ               Ⅰ                                             Ⅱ グ -- 一一   

(-   、 ド @ 戊 12 Ⅰ F 」 l7 「 ]l-l3 は tE) 

平成 10 年度 

㎎ 億 7,915 万円 ①一般行政職                           Ⅰ 25/ Ⅰ 

。 "., 鞍へ ・② 技 徒労務職                               20 ソ、 

ソイ (2;.  総数 190 人   ③ り ; 切簾 餓                                           
仝 国 類似団体の比， f: 15 ノ Ⅰ 

支出決算額   人件・ 費   2 Ⅰ． 24; Ⅱ 10 % ト穏旦錘 ， の 保育士                                           14/ Ⅰ 

  " 竺三ご牙 "     
⑤企業 職                                           9/ Ⅰ 

⑥保健婦・栄養上                   7/ Ⅰ 

  

●施設 別 職員数 ( 総数 190 人 ) G l.6 ㌫ G り 

ワ 
CD@4 ぐ庁                                           Ⅰ 38/ Ⅰ 

平成Ⅱ年度 ②保育所                                           lS/ く 

③小学校 ( 給食 )                         Ⅰ 5/ く 

( 注 ) 
3 人・・②   

支給された 給ぢ， ・報酬 ⑦浄水場                                           
ノ   

2L ノ .. 9.5, " 一 」施設 " 別 職員数 Ⅱ ， 
⑧浄化センター                         

  支出決算額 2/ Ⅰ 構数 何庇 ]90 ;; 人 72.6".;   
  ②平成 1 「 午 戊の全国類似 ⑨社会福祉協議会                   2/ く   95 億 7,596 万 : 田 

  ⑩東部出張所                               
団体の人件 召 率は 、 ま l/ く 

⑪ シ仮 @ 人材 む刀 -                   
だ 公表されていません。 

Ⅰ / く 

一
服
行
 

給
料
月
額
 

均
 

平
 

分
 

区
 円

円
 

O
 
G
l
l
 
o
 

8
 
l
 ｜
 

O
6
 

6
Z
 

3
3
 

町
 

囲
垣
 
回
 

同 lll 班 任 @ 

協勒 
  

平均年齢 

36.5 歳 

47.9 歳 

( 平成 12 年 l   
" 三 政戦 @  技能 @ 労 

平均年齢 平均給料月額 

42.0 歳 272.265 円 

39.9 歳 289.3l5 円 

( 金紙 : モ円 j   
給与 費     人 当た       

給料職員手当 " 朗夫 触手当 一 @  -  勤 / Ⅰ信言ヨ " 十   り A 給与 ツ 8- 葺 

652,629  l39.891  309. ㏄ 0  l.l02.5l0  6.89t 

( 注 ) 木表には、 水道坐業合引なとの 特別会計分は 含まれていま 

せん。 また、 職只 手当には退職手当は 含まれていません。 

A 
職員数 

160 
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税金の申告 
今年も税金の 申告の時期になりました。 
2 月 16 日 ( 金 )- 3 月 15 日 ( 木 ) まで、 岡垣町役場 3 階大会 
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一 て いか   

● 止ど 年女 
規か 金け 
の ら やて   
額 泉子な 
ょ徴 や い   
多さ 当 

い れ 金 
/ Ⅰ 六 :   

税原 
額稿 
が科 
、ム オ 

問い合わせ   
若松税務署 呑 761-2536 
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互いを尊重しあ つことから   
人権 講演会・発表会 

  Ⅰ 2 同 2 回、 岡 垣 オンリーアイハミンバホールで、 

人権 講演会・発表会が 行われました」 
海老 澤 小学校 6 年生総勢 128 人が " かがやけ ぼ   

くらのいのち " と題し、 劇、 デ " イスカッション 、 群 

読などの人権 発表会を行いました。 

また、 人権 講演会では、 三笑事事 2 助 さんが、 札 
幌 市から東京都に 出てきて、 寄席や独演会を 数多く 

こなす中での 人と人とのふれあ いから、 会話の中で の姿勢や 、 互いを尊重しあ うことの大切さを 熱く 五口   
しました。 

また、 岡地中学校が 法務局より感謝状を 授与・されました " 
これは法務省と 全国人権 擁護委員連合会が、 人権 思想の普及・ 高揚を図る啓発活動の 一環として 

国中，学生の 人権 作文コンテストを 実施、 第 l 回 Y から今年までの 20 年間全校生徒が 参加している 両地中 

学校の、 人権 教育・人権 作文コンデストへの 取り組みが高く 評価されての 感謝状贈呈となりました。 

手型 ・足型で新年カレンダーを 作ったよ   

!. こ こ l. ここ育児サークルとは、 家に帰っでも 育児が楽し る く な とを目的に、 7 月にば 遠 賀郡消防本部の 協。 力を 
得て " こどもの応急処 廿と 事故防 j ト， " 、 10 月には。 みか 
      狩りへ Let,s ぎ n" と 毎月様々な催しや 個別相談などを 

，ているものです 
か月 児から 3 歳児までの母と 子が参加したこのサ 一 

， !. こは、 33 組約 70 人が参加しました。 

土工 佳 球子さん ( 公園通り中 ) は、 「にこにこ育児 サ一     

    は 、 ほとんど参加しています。 2 版 7 か 月の娘。 と、 
楽しく参加してい 

ます。 できあ がっ 

  くなったなと 感じ 

    ました。 」と 席 古して 

  

      
": 。 '" 一 



l l 

木 小学校タッチ & スマイル 
    ホワイトクリスマスを 予感させるような 肌寒さとなった 12 月 

16 日、 吉木小学校の 校門で " タッチ & スマイル " が 7 千われまし 

    た   

この " タッチ & スマイル " とは、 手と手のふれあ い、 笑顔で   
あ いさつを目的に 3 年前からはじめられたそうで、 毎月第 3 土 

      曜日の児童の 登校時に、 PTA の皆さんが季節に 応じた衣装を 

  

身に着け、 行っているそうです。 
PTA 会長山崎靖人さん ( 三吉 ) は 、 「こういう運動を 行い、 

児童との心のつながりをもち、 今後もこの運動を 継統的に続け 

ていきたいと 恩 、 います。 」と話してくれました。 

 
 

  

  
  

を守るたを配備・。 ｜， 
め 

  

遠賀郡消防本部に 12 月 21 日から高規格救急 自 

動 車が配備さ #T ました。 
現在 4 人の救急救命士がいますが、 救急、 救命 

士は 、 傷病者が心 肺 機能停止Ⅱボ 態であ る時に限 医師に心電図を 伝送し、 指示を受けて、 @ Ⅰ ｜ 

正している心臓に 電気的ショックを   与え再開さ 

せたり、 気道確保や、 静脈路確保などの 特定 行 
為 をすることができます「 

救急車 故 現場などで特定行為を 行い、 救命 申 
をあ げ、 皆さんの 什 ． 命 と安全を守ります。 
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松原を守る活動 
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三里松原 力 松葉 ガき 

催による三里松原内の 12 月 1 日、 三里松原防風保安林保全対策協議会主 松葉かきが、 ボランティア 多   
  数 参加のもと行われました。 

落葉、 松は 腐葉 コケなどを 土 ・が多くなると 1 は り 除く 根の生育が悪くなるため、 " 松菜 か ㌢を毎年行っ 
でいます。 

今年はシルバーノ ¥"@ り " センタ一の会員約 30 人も駆け 
つけ、 90 人を越す参加者で、 例年より広い 範囲除去   
することが - できました。 

  

私たちの育てたイチゴを 食べて !   
海老漢小学校イチゴの 収穫 

豊かな心を育てる 教育活動の創造を 目的に 12 月 l.2 日 

遠 賀などの 協 ， 力 も得で、 海老 津 小半 校 3 年生の児童が 栽坪し 

たィチゴ を市場に出荷することになり、 児童たちは " 収穫 班 " 

と " 箱 作り 班 " に分かれで、 活動を行いました。 

" 収穫 班 " は、 麻生玉 2 さん @ 吉木 ) の ィ チゴ畑で栽培した 

ィチ コ     を 収 稚しました・ イチ コ     の香りに包まれたビニールハ 

ヌ、 の中で児童たちは、 「みんなに食べてもらいたい」 と う 

  思いを込めで、   . つひとっ丁寧にイチゴを 摘んでいました。 「 6 月から 7 月に苗を 

育てるところから 始まって、 こんなにたくさんの イチコ     がなるなんて、   思いもよ 

りませんでした。 一生懸命育てたこともあ っで、 日ごろ食べているイチゴより、 
とても甘くておいしかった " 」と言 う 声が聞かれました。 
一万、 " 年日 ィモ                 は、 教室で出荷用の 箱 の作成に取り 掛かっていました。   

児童一人ひとりが、 「皆さんに 岡垣のィチゴ の良さをわかってもらおう」という 
かわいい ィチゴ の絵を箱 に描きました。 

' Ⅰ . R 海老津駅双で 岡 垣ィチゴ P R 大作戦を ・ し よ う と 計画もしているそうで、 ノ ー 日し 

童は張り切っていました ， ク       平成比年 l 月 25 日号 



。 ィ @      八 Ⅰ ゃぺ 

、 Ⅰ 

囲 垣の風を威 T 、 ，ァ ・・ ， 
・，ボ レ ） 

が行われました。 
，代表岩永登四郎 ) の主催により、 前は 

て約 30 人㈲逆手が 億 まり、 飛行技術 

参加する人も 読む人もあ んな友達。 こ 

のコーナ一でひとつになって 楽しもう。 

11 月 19 日、 湯川 山で パラバ．ラ イダ 一大会 ; 
「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願いを 

パラバライダークラブ ，チーム「恋の 浦Ⅲ 
福岡市、 北九州市など 県内から男女今わせ   

いました。 
  

当日は風のコンディションが 悪かったにもかかわらず、 飛行距離を延ばし 波 洋海 
マ まんが・俳句・ 川柳などの作品もお 待   ワ 現在は、 湯川山中腹 からの発信しかできず、 項 - ヒ からできるよ う になれば、 全国 しゃの私書箱 Ⅹ応募はがき 」 ぽほ 係 「住所氏名 ( 紙上 匿 

からの愛好者が 集まり、 町のイメージアップにもつながるのではないでしょうか。 名 も可 ) . 年齢・電話番号」をお 忘れな 

[ 写真と原稿は、 石持正信さん ( 百合 ケ丘 ) 提供 ] く 。 

一 見てく """ ナ ど " さⅠ "-"" 1, 私たちの力作を " - ! Ⅰ ヨ 
  各公民館文化祭作品展 一 "l 

  日 各公民館でも 

    地域ごとの文化祭杵屋」展が 行われま @, た 。 

  

                                              絵画や菩道など 丹精こめて 作                   
                                                        町民文化の高さ !. こ 改めで感心さ 

:  せられしました " また、                                                                                       
    @ しでいました。 

    鸞 """--."" "               
20 世紀最後の文化祭となった 昨年 - 、 今年 - はさらに 

    盛ソ如 ・こなることを 期待します。 石腸 区 文化祭●           
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" @" 柴 と 通 カⅠ 並 移 動 の 木 ダ   
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て野 杖 担 送 湖 薬鱗 手を詩 変更せ 

木 藤 プ回 祁 時中 杏 ・   
                                            月 ?5 日号 アり 



このコーチ ご ては、 Ⅲ 内て 活動して 

いるスポー ソ クラブを紹介します 0 今 

国 は、 吉木ソフトホールクラプ : の 

許斐 富士見さん ( 吉木 ) にお話をお聞き 

しました 
ソ 

  フ 
  ト 

  
  が丸                               

  ㎏ ・ 、 夢 
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* ウ ラフ結成のきっかけ ぼ ? 

近隣のスポーツ 好 き ・ 酒 好きの男にちが 集まり、 

ソフトボールを 通じて、 家族ぐるみの 付き合い 

と、 地域へのボランティア 活動をしようと、 30 

年程前に、 地区対抗戦に 出場しにのがきっかけ 

です。 

宍 むん せ 活動をしているの fp 
町内ではり年連続優勝、 郡大会・県大会にも 出 

場 しましに。 春の花見、 秋の旅行を通じてチー 

ム つ一ウを 強化すると同時に、 地区への奉仕活 

動を行っています。 

* Ⅹンバ - 構成は ? 

30 歳がら G5 歳までのソフトボール 愛好者が、 

現在 W0 人程度集まっています。 

* いつ．どこで 練習をしているの ? 

毎週日曜日、 午前 8 時がら吉木小学校ウラ ウ 

ンド で練習をしています。 練習が終ねると、 軋 

垂加土手の除草・ 熊の宮の整備作業などの 奉仕 

活動を行っています。 

* 最後に一言 

優勝が目的ですが、 健康のために 楽しい ;   を 

流すごとがモット 一のチームです。 

い
っ
し
 $
 に
 、
い
い
汗
を
か
き
 き
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か
。
 

連
絡
先
は
・
・
・
 

許
斐
 富
士
実
竹
 2
8
3
 １
 2
6
6
1
 
へ
 

いてみると、 ものほ 、 珍しくないとのこと。 アカイカ と 言われる種類で ） しかしこの ソ ・Ⅰ リ l"i 一行」円 ア 。 を越す カイカ 現 Ⅰ 

は、 体長 94 ㌢、 重さ 6 ヱと 巨大な イカ 。 
大きな イカ は大味というのも、 この ア ガイ カ には   

当てほまうない 言葉だそうで、 肉厚の身は歯にから 
みつくような 柔らかさで、 身を噛むと甘みが 口の中 
に広がって大変おいしかったそうです。 

( 写真は、 松本さん ( 公園通り中 ) 提供 ] 
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ム 
いきいき生涯学習 

， - の紹介 
  

8% 館 講座   Ⅰ セ 

今回は、 公民館で行われている 公民館講座の 紹介をします。 い 
あ んないきいき 笑顔で生涯学習 ! 

公民館はいっも 笑顔であ ぬれています。 
愛 

若潮学級・成人講座ゆうまて ほ 、 午前中に教養コースとして、 大学教授や医師なとの 講師の     
講演を聞き、 午後から書道や 陶芸などの専門コースに 分かれ各自学習しています。 受講生も各 
講座 180 人を超え、 皆さん熱心に 学習しています。 

l l Ⅰ 12,rl り   
成人 ; ほ幹ぅ鮒成ス 講座ゆう ま Ⅳ 

イ 

親子読み聞かせ 教室では、 幼児期に大切だと 
言 ねれている、 本の読み聞かせを 中心に、 小児 
科 医や子育ての 専門家による 講演も行い、 子ど なり、 協力し合ってひとつの 物を作っていくこ 
もの心に翼を 与えるとともに。 お母さんたちの 
勉強の場となっています。 

  
  

） 
  

    " プ "" 

女性セミナー は 、 時代の変化に 対応し、 いろ 歌い伝えたい 日本の歌を、 コーラスや民謡で 
いろな角度から 学習していく 講座です。 継承していきます。 

男女共同参画社会の 実現に向けての、 ひとつ 開 級の時と 閉 級の時とを比較すると、 子ども 
の 取り組みとして 開設しています。   たちの成長ふ りほ 素晴らしいもの てす 。     

ダ 女性セミナ一刀 戸 少女 コュ ・ラス教室 
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待
つ
心
を
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理
に
 

 
 ① " せり " のまぜご飯 

② ワケ の菜種焼き 

く ①の材料 4 人分 ) 
① 米 (3.5 合 )0 せり ( 2 ％ ) ① 紅サケ ( 2 

切れり 叫 2fl)0 柑 小さじ 1 ) ① 菜 章案 

ロしょう油Ⅱ 心じ 2 @ 

く ①の作り方 ) 
① せりは 塩の でし、 あ くを ぬ 、 @ 。 Ⅰ，、 l 

口にり」 る 。 

② 紅 サケは 、 焼いて骨を収 り、 小 さ 

く ほぐしておく・ 

③ 卵は 、 塩を少々 入 れて、 いり卵に 

す   "       

④ ご ・飯ができると㈹ ぼ c3j と塩、 しょ 

う抽をふりかけて 切るよ う に混ぜで 

できあ がり。 

く ②の材料 4 人分 ) 
，甘塩サケ (4 切れ ) け泊 ( 少々 )0:j の で 

9%2 個Ⅱ : こ しよう ( 少々 ) ひ マヨネ 、 一 

ズ ( 大 さじ 2 ) ①パセリのみじん 切り 

( 大さじ 1 )0:; レモンのうす 切り (4 枚 ) 

く ②の作り方 ) 
① サケ の切り身の厚さを 半分に切り 

口を入れ、 酒をふりしばらくおく。 

② ゆで卵はみじんにし ，こしょう・ 

マヨ不一 ズ ・パセリを混ぜる。 

③ サケ は切った面を 上にしで広げ、 

②を等分にして 乗ぜ、 くるりと巻く。 

G: 巻き終わりを 丁にして置く。 

⑤ オーフント一スタ 一で焼 色 がつく 

まで   5 Ⅰ ア くらい焼く 

⑥ nn に盛り、 レモンを添えでできあ 

がり。 
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はう ッ部 。 ど 出を 圧高ま 圧圧 
血 。 パ屋垂 でず急 のくずは 急 

変
 対
策
 

1
 日
の
う
ち
で
常
に
変
動
し
 

。
気
温
、
季
節
で
も
変
動
し
、
 

な
り
や
す
い
の
で
す
。
 

急
変
マ
了
 
防
 対
策
を
し
ま
し
ょ
 

に
冷
や
さ
な
い
 

る
と
き
は
、
マ
フ
ラ
ー
や
手
 

し
っ
か
り
と
防
寒
し
て
く
だ
 

内
で
も
、
暖
か
い
部
屋
か
ら
 

・
廊
下
な
ど
「
 左
 行
く
と
き
は
、
 

な
ど
で
足
元
を
温
か
く
し
ま
 

圧
が
安
定
し
ま
せ
ん
，
早
朝
 

の
 運
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
 ，
 

②
入
浴
時
の
注
意
 

入
る
ま
え
に
浴
槽
の
ふ
た
を
あ
け
て
 

お
い
た
り
、
シ
ャ
ワ
ー
で
給
湯
す
る
な
 

ど
の
工
夫
で
浴
室
内
を
暖
め
て
く
だ
さ
 

ぃ
 。
脱
衣
明
を
ヒ
ー
タ
な
ど
で
暖
め
る
 

こ
と
も
忘
れ
ず
に
（
火
災
に
注
意
 -
 ：
 

水
圧
に
よ
る
血
圧
上
昇
を
避
け
る
た
 

め
に
、
胸
か
ら
 下
 ま
で
っ
か
ち
半
身
浴
 

で
 温
ま
り
ま
し
ょ
う
。
 

「
か
ぜ
」
を
ひ
き
や
す
い
 う
え
 、
年
末
年
 

●
 ガ
ぜ
 対
策
 

寒
さ
と
乾
燥
し
た
空
気
に
よ
っ
て
 粘
 

膜
や
全
身
の
抵
抗
力
が
落
ち
る
た
め
 

四
世
紀
 初
 の
お
正
月
は
 、
 皆
さ
ん
い
 ガ
ガ
お
 過
ご
し
 で
し
た
 ガ
 。
 

先
頃
は
、
強
烈
な
寒
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
 
ガ
 、
ま
だ
 寒
さ
を
油
断
は
で
き
ま
 

せ
ん
。
寒
い
季
節
に
対
策
 
ガ
 必
要
な
「
血
圧
・
 
ガ
ぜ
 ・
 事
故
」
に
ふ
れ
て
み
ま
 
す
 。
 

い
や
う
が
い
は
、
感
染
予
防
に
効
果
 

が
あ
り
ま
す
。
 

③
暖
房
で
部
屋
の
空
気
が
カ
ラ
カ
ラ
に
 

な
ら
な
い
よ
う
・
汚
れ
た
空
気
に
な
 

ら
な
い
よ
う
に
換
気
と
湿
気
に
注
意
 

が
 必
要
で
す
。
 

①
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
草
を
摂
し
ま
し
ょ
 

う
 。
ビ
タ
ミ
ン
 A
 や
 C
 は
 l
 分
に
。
 

⑤
ス
ト
レ
ス
を
早
く
解
消
す
る
よ
 う
心
 

 
 

●
事
故
対
策
 

 
 

い
ま
す
：
 夫
い
 と
 、
座
 
っ
 て
 干
が
届
く
 

 
 

 
 

  

①
や
け
ど
 

 
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
 

野
口
洋
子
 

寒
さ
も
あ
と
少
し
、
病
気
や
革
 故
 で
 

寝
込
ん
で
し
ま
れ
な
い
よ
う
、
生
活
を
 

見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
 ，
 

か
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
、
 皮
 席
に
直
 

接
触
れ
さ
せ
た
り
、
長
時
制
使
い
続
け
 

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
転
倒
 

小
物
類
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
に
室
 

内
を
推
理
㌍
 硬
 し
ま
し
ょ
う
。
 

コ
ク
 ツ
 な
ど
の
コ
ー
ド
が
人
の
通
る
 

床
の
 ヒ
 を
横
切
っ
た
り
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
 

な
ど
の
端
が
め
く
れ
た
り
し
で
い
な
い
 

か
点
検
し
で
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
 

者
の
転
倒
は
、
骨
折
か
ら
寝
た
き
り
を
 

招
く
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

  
一 "   

: やⅠ 
 
  

 

圭
だ
 寒
い
、
油
断
り
な
い
で
 『
 Ⅰ
 
@
 

、
つ
 
u
 

ま
し
ょ
う
。
 

②
外
出
な
ど
か
ら
帰
っ
た
と
き
の
手
枕
低
温
や
け
 
ど
の
原
因
で
あ
る
、
あ
ん
 

で
 
"
 

 
 

 
 へ
 

お
目
臼
田
 田
  
 始

の
暴
飲
暴
食
・
 夜
 更
か
し
・
多
忙
な
ど
 

が
重
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

会
を
減
ら
す
た
め
、
人
ご
み
を
さ
け
 

物
 ・
鍋
を
ひ
っ
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
 

足
元
や
テ
ー
ブ
ル
の
上
を
整
理
し
ま
し
ょ
 

う
 ，
袖
口
に
人
が
つ
い
た
り
し
な
い
よ
 

う
 、
衣
服
の
形
・
素
材
に
注
意
し
ま
し
ょ
 

r@V-. 

）
 

Ⅰ
 
"
 

し
 

ハ
 

/
3
 

ヨ
 

  平成円仁 l 月 25 日号 



  

） 

      
㈲何冊空調設備   

直方市大宇山部 758 番 
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業
 

工
 

昇
 

呂
 

㈱
 

謂 ，   三 

水道設備             69 Ⅰ・ 036 Ⅰ     
: 西区浅川 l 日の峯 21 丁目 ¥21 香 18 号 

l 一 設備 一     -@I@       282-6682@   - 

番号 L 名 称       軍 番号 

  住 所 

㈱エースクリーン   &92-504-5111 
66   ウ や Ⅱ ー ロ 市 ト 参 区 １ 円 2 l 目 2 庄 Ⅲ -@ 2 

第一設備工業㈱ 642-8400 
67  一 - 

  ㈲ 西 タカス建設 
68 

北九州市八幡西区 態西 2 丁目 7 番上生一 - コ 
74 Ⅰ -3@29 

，叱プ L 一 Ⅰ丁日 lf 番 30 一 号       

642-22 ⅠⅠ   
69    Ⅰ 五 州市八帖西区行末 1 丁目 6 番 25 ゼ 

  
石岡設備   293-4660  . 

70     
  

遠賀川茂木 463 番 28 号 
  

吉岡設備   0949-55-2345- 
71   

鞍手郡若宮 W 金九 747 番地の 10   
ミ タカ建設工業㈱ 同項支店   283-3366 

72   
同市 阿 大字野間 326 番地 1   

尾田設備㈱   603-7381 
73   

北九州市 @  ノ " し lll, " 西区 ""- 友 Ⅲ 2 丁目 6%211 号 

神曲水道工業㈱ 6t プ -40 Ⅰ 6 
74     

北九州市八幡西区上 津役束 27ll 6 番 2 号   
㈱ 東筑 一 設備工業   i  092.925-0106 

75   
筑紫野市大字 牛届 283 群 地 

  柳 Ⅱ 
  

5 Ⅰ 

l 。 け垣町 大字海老 津 1020 岳地 3 

㈱ 照設 。 。 ， -, 。 ， - 。 " カ 
52 

福 同市城南区長尾 4 丁日 18 番 9 号 

㈲ 英建 一 総合工業 611-0062 
53 

北九州市八帖西区仲田 2 丁目 4 缶 53 号   
  ㈲ 協 架設備工業所 621-0023 

Ⅹ 水道エ申は 、 必ず岡垣町指定給水装置工事 

中業者 ( 上水道指定 工 小店 ) に依頼してくだ 
さい。 この指定業者以覚の 業者は、 水道上申 
な 行 う ことはできません。 

          転出や使用者の 変更をするときは、 必ず 水 

道課 に届出をしてください。 ( 電話受付も行っ 
ています 0) 

1 。 。 1 
  

北九州市八幡西区 引野 1 丁目 15 番 8 号 Ⅹ 水道メーターは、 いつでも検針できるよう 

621-2846   55    コヒ 九品茶 環綴甜区 垂柳 4 丁目 2 話㌫ 笠 46 
56      """"' 宗像市大宇田久 一 592 番地の 4     。   。 

にしておいてください。 

Ⅹ清水は簡単に 点検できます。 
  

昭和上 案       0930-24-02 コ 8 

57     行桟 市 両大 桶 4  T  口 17 番 27", 一 
      

石井建設工業 

ヰ 元俊郎相即 %  uJ 大手上西川 仝 -   
昔 設備㈱ 
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㈱森田設備開発       0940-33-6470 
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3
 

2
 

浜
町
 

店
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M
 

務
町
 

下
用
 

田
 "
 
戸
 

I
I
 

㈲
 

 
 

      ㈲ 都 設備 
  

水道メークー 

m ， 蛇口を全部閉めて 

  パイロットを 見 

ます。 パイロッ 
ト ガ 回っていれ 

  ば漏水です。 

  
宗像市大字登直 163 一 1 

62   
223-0269       

)5 ウ 
  

63 
61ff-6797@ - 

北九州市八幡西区白岩 町 12 番 19 号 

㈲赤肌 住股 
64 

    0940-33"-6663 

宗像市大宇峻厳守 604 番地の 40 
  

65   
""" ㈲ 江俺 工務店     602-2296 

北九州市八幡西区本城東 4 丁目 7 番 5 号 

  

パイロット ( ウや ▲のものもあ ります ) 

      問い合わせ   
水道 課 工務 係へ 

                                          月 25 日号メ タ 



岡垣町 

指定給水架構 
工事事業者 

( 一覧表 ) 

番号 
名 称 電話番号 

住 所 

    282-4658 

  「 親和産業㈱ '""""""' 両 地支店 。 。 "" 
㈲永山水道下ぎ 店 282-0439 

2   
岡 4"..L@ fn ， nl,-  町人ナ野間 lTt,-, 。 ， --,lR.,,l -  -- 。 040 布地 

㈲川原水道住宅設備   2   舵 ・ 0769 
3 

@. ， の "@  坦 W 大子・・ 月 "+  木 1703 群 。 地 2 

4
 
@
 
G
 

㈲ 冊 m 設備工業     一 283.353 Ⅰ 

Ⅲ同町大字吉木 115 番地 O 庁 

  ㈱両日本管 丁岡匹 支店 二 Ⅰ笹と 0 社史     
岡垣町人手工 占 288 番地 1   

  282-0135 
          両用     町   大字 LU 156 田 番地 131 

  
l 7  -   

丁 

同町 W 大字， 倉 1218 番地Ⅰ 

㈲軟式   
 
 

 
 
5
 

 
 

 
 

備
 

設
 

田
 

塩
 

9
 
0
 

6 ⅠⅠ・Ⅰ 004     
6
 
8
 

9
 
0
 

5
 
 
せ
 
Ⅰ
 

3
 
5
 

2
 
6
 

3
 
3
 

 
 @

 
5
 

 
 

 
 

 
 

  

  番号 
名 称 

住 所 轡琶 。 " 川   

㈱サン ヮ 設備 0940 円 3-7777 
Ⅰ 6 

宗 傑 帝城西 ケ斤 5 「，白 2 帯地 09   
  

吐血住宅㈲           282.5783 
Ⅰ 7 

岡垣町大字里山 1170 番地 260   
㈱ ア ボロン商会 

Ⅰ 8   
-  582-0191 一 " 

北九州市小倉北 E 下 利洋 2 」 - 日 12 行 18 号   
Ⅰ 9 

村岡設備 293-18ff0   

追刊 W 大半 鬼 注 2745 番地の 1 

㈱福間佳詩 0940-43-3211 
20   

宗像郡福岡町 3693 - 番地の 40 

  ㈲佐伯工務店 293-0170 
2 Ⅰ 

遠的町大字広汎 1448 番地のⅠ 

22 
北九州市八幡西区岩崎 2 丁目 20 番 12 ヮ 

㈲竹内設備       ⅡⅠ ヰ 3668 

協和智 エ ㈱   0940-33-6633 
23   

  
宗性市大字姉郎 丸 M48 番地の 1   づ 
㈱ 佐舷 百店 -   223-3 Ⅰ 3 Ⅰ 

24  , 芦甲 W 白浜町 2 番地の 3 

  
北九州市八帖四区 力 九町 22% 地 14 号     

七 % 郡頴田 W 大字性年 1429   

27 
㈱高野工務店   Ⅰ 617-651 Ⅰ - 

北九州市 一 ノ ・ Ll@$ 西区 -  糊 ll 年 l J   口 l 番 11 号     

28 
北嶋設備工業   282-0155-   

岡垣町大字野間 1 冊番地 4     一     0940-62-1557   

㈲神谷設備   6 Ⅰ 7-%86G 

30 Ⅰ   "t@W"" に " Ⅰ     "   。     EEI"1938"cQl Ⅰ                                                                                                         口 5 番 12 号       ） 
  642-2028    

32  Ⅰ E 力 ・ 幣蹴恩 化の弟 五 Ⅱ 目 9 曲 4 号   

33 
"""" 一 。 '   。     

神岡市川多国西春町 3 Ⅰ 口 7 番 l 号 
  

34 
H 架設備販売 603-8790 

北九州市八幡西区御間 1 丁目 lf 届 26 月   
㈱大典設備工業 一 - 86 Ⅰ --105 Ⅰ 

35 

  

36@ | 
  

37 
北九州市八帖西区 陣山 2 丁日 9 キ 9.0 号 
"v 区 コ ヒ Ⅱ 九 ナ ・ 肺 興 「珪 ヮ 司避 巴 茎桶 目 

一一 ㈱山村工務店 一 921-5888 
38 

北九州市小令北区起原 2  丁日 5 番 33 号 

  ㈲吉木工務店   
｜｜ 

        一 882-0460 " 
北九州市戸畑区新地 3 丁目 2 番 4 号 

永久工業㈱ 681-6665 
40 

北九州市八幡東区屋台 1 丁目 9 番 8 号 

                                  平成用 年 l 月 25 日号 
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ット 無料講習会 1 丁 講習会 ) の 参加募集 ん
 
/
  
 

「情報通信 技帝 ( l T) 」をめぐり、 私たちの生活も 急激に変化して ●受講料 無料 

います。 岡垣町でも、 「情報通信技術 ( l T) 」に十分に対応てきるよ 米 ただし、 使用する テ 

一 
う、 「やさしいインターネット 珪 智会 @ 7% 智 会 ) 」を開催し、 皆さ キスト代については 

んの日常生活に 役立つよう、 サポ - ト していきたいと 考えています。 実費負担となります 

今回は、 平成 12 年度の講座として 3 構 座の受講生を 下記の内容 て募 ●申し込み 2 月 5 E 

集 します。 ( 月 )-l6 日 ( 金 ) まで ク 

午前 9 時 一 午後 5 時 

Ⅰ講習日程 同町小学校 ", … 3 月 5 日 ( 月 ) . 6 日 ( 火 ) の 2 日間 沃土・日・祝日は 除き 

戸切 小学校…… 3 月 2f 日 ( 月 @ .27 日 ( 火 ) の 2 日間 ます 

中央公民館 " …・ 3 月 l5 日 ( 木 ).lB 日 ( 金 ) の 2 日間 Ⅰ申込受付場所 
  

遼 受講は、 l 講座のみの 受議 で重複 受 話はできません。 役場 l0l 会議室、 東 

） Ⅰ講習場所 ( 受講定員 ) 部 公民館、 中央公民館 

片町小学校…・・ ， 40 人 @2 講座 @ 中央公民館…… 20 人 @ l 臆座 ) で 受付を行います。 
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社
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偶数月一可燃性 
奇数月一不燃性 ）

 田 ， 有料シールを 添 f 訂 してください グ 

 
 

 
 

 
 

●
収
集
日
の
 

2
 
口
前
ま
で
に
町
民
 

課
 
生
活
環
境
 

係
へ
屯
話
 

で
 
小
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
大
型
ご
み
は
自
宅
ま
で
取
り
に
行
き
ま
す
。
 

●
出
せ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
ご
み
の
分
け
方
、
 

出
し
方
を
 

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

せ 

） 



 
 

ア Ⅰ 

            31.000 人 (+  27   
  

そのうち 土 41 人は覚同人 
  女 ， 性                         16,342 人 (+  2 旬 

  力 ・ 性                         14,658 人 ( 干刈   
牧 … 10 ， 771 世帯 ( 十 30)   

そ のうち 48 世帯は外出人世帯 
( ) は前月との比較 

出生 … 14 人 死亡 … 24 人 

転入 … 98 人 転出 … 61 人 

まちの広さ                                     48.51 ㎞ 
  

しノ 

）
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Ⅰ 」 ■

私
立
戸
 切
 小
学
校
は
、
大
正
 は
一
 1
 

9
2
2
 

一
年
、
炭
鉱
 立
 の
 字
校
 と
し
て
、
 

 
 

戸
 ・
切
の
百
合
 軒
 に
開
校
し
た
 

そ
れ
ま
で
の
囲
垣
の
炭
鉱
の
様
 斤
を
 

調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
、
Ⅰ
で
あ
る
 

-
 

明
治
初
午
に
編
纂
き
れ
た
「
福
岡
県
 

地
理
 全
誌
 ・
に
は
、
 岡
 垣
の
炭
鉱
と
し
 

て
 、
野
間
 付
 鉱
山
と
Ⅱ
切
付
鉱
山
 
-
 石
 

火
坑
 場
 2
 所
、
河
内
と
 3
 字
と
が
記
録
 

ご
ね
て
い
る
。
 

｜
 ま

た
、
農
商
務
 鉱
 Ⅲ
 局
 資
料
一
明
治
 

巧
午
 調
査
）
に
 ょ
 れ
ば
、
 
岡
垣
 の
 鉱
 Ⅲ
 

倍
 広
一
覧
表
と
し
で
、
Ⅰ
切
付
に
Ⅱ
 区
、
 

野
間
 村
の
 1
 区
が
記
録
さ
れ
で
 い
 る
 ，
 

た
だ
し
、
 
借
区
 で
あ
る
か
ら
、
全
部
 開
 

仇
 し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
 -
 

戸
切
 で
は
、
明
治
 7
 
 一
 18
7
4
-
 

年
に
、
河
内
で
、
侍
医
大
帯
金
車
威
に
 

よ
る
採
掘
が
記
録
さ
れ
で
い
る
，
掘
っ
 

 
 

た
 石
炭
は
 、
フ
ゴ
 
（
藁
で
編
ん
だ
 袋
一
 

入
 れ
て
、
馬
の
背
に
振
り
分
け
、
 宗
 

像
の
津
屋
崎
や
勝
浦
、
福
間
の
塩
焚
刑
 

に
も
運
ん
だ
と
い
う
。
 

大
正
 3
 
 （
 
1
9
1
4
 

）
年
に
は
、
 
戸
 

そ
れ
ま
で
は
、
 山
 Ⅲ
小
学
校
に
通
学
 

の
の
百
合
 野
に
 、
海
老
 津
 炭
鉱
株
式
会
し
て
い
た
，
 
Ⅲ
 田
小
 Y
 校
で
は
、
教
室
 

社
 -
 
社
長
は
古
田
 磯
吉
 ）
が
 肌
蜂
け
 

，
さ
れ
が
不
足
し
で
 、
 2
 部
授
業
も
し
で
い
た
 

た
 ，
従
業
員
は
 1
2
6
1
 名
 」
か
な
り
当
時
の
 -
 
口
切
 小
の
校
舎
は
平
屋
で
 
木
 

の
腕
模
の
炭
鉱
と
い
え
よ
う
，
そ
の
頃
 造
 、
鬼
北
 き
 の
し
字
型
だ
っ
た
…
 
4
 学
 

に
 開
坑
し
た
 而
陽
 炭
鉱
と
共
に
 、
 後
に
午
 3
 学
級
で
 、
児
童
数
は
約
㎜
 
人
 。
 教
 

買
 は
 3
 人
だ
っ
た
 -
 

は
 、
 岡
 垣
の
主
要
 

な
 炭
鉱
と
し
て
の
 

4
 学
年
 3
 学
級
で
 

歴
史
を
歩
む
こ
と
 

極
沌
 ㍗
 り
榊
研
皿
叩
 Ⅱ
 

 
 

 
 

に
な
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
長
の
吉
田
 
磯
畑
 

初
学
級
の
児
童
数
は
約
 

-
l
l
8
6
1
 ｜
 

 
 

 
 

 
 

1
9
3
6
 ）
は
 、
芦
 

屋
 生
ま
れ
で
任
侠
 

 
 

 
 

政
治
家
（
恭
謙
 
院
 

の
 教
員
 も
 、
大
変
で
あ
っ
 

 
 

議
員
，
 
b
 務
む
 -
 と
 

 
 

 
 

@
 
キ
 
ノ
 

正
 
こ
の
同
町
小
学
校
 

大
は
 、
炭
鉱
関
係
者
の
 

な
炭
 、
若
松
運
輸
 

子
弟
ば
か
り
だ
っ
た
。
 

か
わ
し
 

な
ど
の
役
員
も
務
め
た
，
 

戸
切
 の
う
ち
、
 据
原
 と
河
内
は
宗
像
の
 

の
 吉
田
 磯
古
が
 、
大
正
Ⅱ
 一
 
1
9
 
 吉
武
小
学
校
へ
 通
学
し
 、
 他
は
山
田
小
 

乙
 
Ⅰ
 

2
1
 一
年
に
、
海
老
 
津
 炭
鉱
で
働
く
 従
 
学
校
へ
通
学
 し
た
 -
 

楽
員
子
弟
の
た
め
に
、
学
校
設
置
 
頭
い
 

縄
手
当
人
 即
 さ
ん
 -
 
お
歳
、
河
内
在
 

を
申
 請
し
て
、
認
可
さ
れ
た
，
翌
年
の
住
 一
は
、
戸
 の
 小
学
校
開
校
と
一
緒
に
 
、
 

4
 ロ
 
り
、
 
私
立
（
炭
鉱
Ⅰ
 
芭
 
同
功
小
学
校
 
3
 乍
に
編
入
さ
れ
た
  
 

が
 
㎡
ム
曲
軸
に
囲
校
し
た
 

"
 

Ⅰ
 

参
考
文
献
 
岡
垣
町
立
 

縄
 干
さ
ん
は
そ
の
頃
の
こ
と
を
、
 

「
 
l
 １
 2
 年
生
の
時
は
、
 山
 m
 小
学
校
 

に
 通
っ
た
，
 2
 部
授
業
に
な
っ
て
い
て
、
 

海
老
 津
 炭
鉱
の
子
供
は
、
 T
 後
の
授
業
 

だ
っ
た
，
海
老
津
駅
ま
で
 は
 エ
ン
ド
レ
 

ス
一
 無
地
軌
道
一
の
ト
ロ
ッ
コ
に
来
り
、
 

そ
 こ
か
ら
は
、
公
利
一
炭
鉱
）
の
人
が
 

引
率
し
 、
 歩
い
て
行
っ
た
。
同
町
小
学
 

校
 0
2
 年
 と
 3
 年
は
、
一
緒
（
複
式
 一
 

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
，
犬
行
事
や
学
 ル
 
一
ム
 

会
の
時
は
、
教
室
の
仕
切
り
を
外
し
た
，
 

牡
 Ⅲ
へ
よ
く
出
か
け
、
木
登
り
を
し
た
 

い
 、
み
そ
ん
ち
ょ
や
あ
け
び
 、
う
べ
な
 

ど
そ
 ち
ぎ
っ
た
り
し
た
。
遠
足
は
 、
宗
 

橡
の
八
所
宮
や
 武
 九
の
正
 助
 さ
ん
に
行
っ
 

た
 。
連
動
会
は
炭
鉱
の
行
事
の
一
 つ
 で
、
 

賑
わ
っ
た
。
徒
競
走
で
は
，
賞
品
 
一
鉛
 

筆
や
帳
面
）
が
た
く
さ
ん
 員
 え
た
，
 農
 

は
、
 畑
の
水
神
様
の
ぞ
ば
を
流
れ
る
 水
 

押
川
（
 戸
 防
州
 -
 で
 遊
ん
だ
，
 戸
 初
山
 

学
校
は
 4
 年
生
ま
で
だ
か
ら
、
 5
 年
生
 

に
な
る
と
、
ま
た
、
 山
 Ⅲ
小
学
校
へ
通
 

う
よ
う
に
な
っ
た
 ，
 」
と
、
語
っ
て
 い
 

ア
 
ね
。
 

入
江
東
 樹
 

ワ あ けましておめでとうこざいます。 皆さん、 どん 

な新年を迎えられましたか。 今年も     広報おかがき     

をよろしくお 願いします。 
Ⅰこの広報の 編集をほとんど 終え、 家の大灘安し、 
さて新年を迎えようと、 気持ちを新たにしていたと 
ころ、 新年早々 39 度を超える熱がでて、 臆 八行く 
始末‥・。 今年ほどんなⅠ年になるかと 不安な気持 
ちを抱えつつ、 3 日間 床 に入っていました・ 
Ⅰこの広報紙に 値段をつけると ? さてい く 5 が妥当 
なのか。 仙丹。 20 円。 30 円。 スポーツ新双などと 同 

等の 130 円。 安い。 高い。   豆生 卍 ・や々 な 立見があ 

ると思います。 一般的にぼ・ ・ 印用 佳ま + 審 俺現依 

 
 

ホ
ッ
ト
な
  
 
 
 

代 ( フイルム 代 含む片人件費十そ 
数 で割れば単純に 計算できます。 
れに利益を見込んで 価格を決めて 

広報紙を本屋やコンビニエンス 
ると果たして 売れるの た ろ うか 。 

  のほか     を発行部 
一般の雑誌 は、 こ 

  います。 

  ストアに置くとす 

自分の買った 雑誌 

6
 例
 ら
 

ど
ら
 
ぐ
 

子
 か
あ
 

日
 
。
 
Ⅰ
 
な
上
 

し
 こ
 
１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
昧
 

も
ら
す
 

で
か
産
 

をかいてはい け 甘い・よし，古年ぼ 皆さんが興味の 
あ る牡を胆ん % 舖 んでもら東る 、 売れる広報紙を 
目指そうと思います。 

( そ の ) 

Ⅰ """ 二目 灼笘 "" 用 ' 。 戚 " № " Ⅴ 一 " 配 "" 。 """ 


